
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おくすり教育推進協議会（7）（2023/3/11）　参加者47名　アンケート26名
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おくすり教育推進協議会（７）のアンケート（記述）まとめ 

 
―本会への希望など― 

〇形式 

・リモート開催を希望する（多数）。（ミュートの指導必要） 

・Zoom を基本に、時々リアルを入れていく。 

・Zoom での研修で可だが、少人数での意見交換等の機会があっても良い。 

・少人数での対面での協議会も年に 1 回くらいでもやってもらいたい。 

・リモート開催で、ドラッグストア販売員や学校教員などもっと輪を広げてほしい。 

・研修シールの発行も希望（複数）（学術的内容を含む場合は特に）。 

 

〇内容 

・充実していてありがたい（多数）。 

・大麻情報も、ドーピング対応も、とても勉強になった。 

・法改正直前など最新の情報が得られてうれしい。 

・大麻規制は、問題の奥が深いことが理解できた。 

・身近な医療用薬品の乱用例についてもきちんと知っておきたい。 

・他の薬剤師が実際どのように教室を行っているか見たい。 

・現場での指導方法を具体的に教えてほしい。 

・最近の薬物の誘われ方(日々誘い文句が変わっていると思うので)を知りたい。 

・最近の新しい情報についてどのように授業に取り入れているか 具体的な取り組み、パワ

ポの例を示してほしい。 

・子供達が所属しているスポーツクラブや組織の関係者や指導者に、どの様にドーピングの

情報提供や教育がなされているかにも興味をもった。 

・未成年の喫煙予防対策についてお聞きしたい。 

 

―感想など― 

・乱用薬物の情報は刻々と変わり、特に大麻については、リアルタイムの情報を知っておか

なくてはならないと思うが、情報の渦にいる子供たちにどのように伝えたらよいものか、

前よりいっそう難しくも感じている。 

・若者向けの雑誌でも「CBD」のリラックス効果についての記事が載っている。法整備が

なされるまでは、学校薬剤師の考え方をはっきりさせる必要があると感じた。 

・若年層の有害性の認識が低い事を知り、乱用防止教室でも啓発しなければと思った。 

・大麻について今後の規制法の変革についても引き継ぎご指導をお願いします。 

・大麻の世界的な規制の変化と、今後の日本での規制について非常に考えさせられた。 

・子供達が所属しているスポーツクラブや組織の関係者や指導者に、どの様にドーピングの

情報提供や教育がなされているかにも興味を持った。 

・スポーツファーマシストとして薬剤師が参画しやすい環境が大切だと思う。 

・スポーツファーマシストの資格も目指し勉強したい。 

・今回も、貴重な最新情報等々、盛りたくさんで、大変勉強になりました。 

・学校薬剤師の給料を上げるための戦略を立ててほしい！ 


